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我
が
国
の
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
有
効
求
人
倍

率
が
史
上
初
め
て
全
都
道
府
県
で
１

倍
を
上
回
る
な
ど
、
雇
用
・
所
得
環
境

は
大
き
く
改
善
し
て
お
り
、
全
国
で
経

済
の
好
循
環
が
着
実
に
回
り
始
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
先
行
き
に
つ
い
て

も
、
海
外
経
済
の
不
確
実
性
や
金
融

資
本
市
場
の
変
動
の
影
響
に
注
視
す

る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
緩
や
か
な
回

復
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

政
府
は
、
こ
の
経
済
成
長
を
確
か
な

も
の
と
し
、
持
続
的
な
経
済
成
長
を
成

し
遂
げ
る
た
め
の
鍵
は
、
少
子
高
齢
化

へ
の
対
応
で
あ
る
と
し
て
、
人
工
知
能

や
ロ
ボ
ッ
ト
、
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
Ｉ
Ｏ
Ｔ
）
な
ど
の
「
生
産
性
革

命
」
と
社
会
保
障
制
度
を
全
世
代
型

へ
改
革
す
る
「
人
づ
く
り
革
命
」
を
車

の
両
輪
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り

克
服
し
て
い
く
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、「
人
材
へ
の
投
資
に

よ
る
生
産
性
向
上
」
を
実
現
す
る
「
働

き
方
改
革
」
や
投
資
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
、
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実

現
す
る
消
費
の
活
性
化
、
地
方
創
生
・

中
小
企
業
支
援
を
進
め
、
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
と
経
済
社
会
の
基
盤
を
確

保
す
る
取
組
を
進
め
て
い
く
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成
27
年

度
に
策
定
し
ま
し
た
「
五
霞
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基

づ
き
、
人
口
減
少
を
克
服
す
べ
く
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
10

年
先
、
20
年
先
と
い
っ
た
将
来
を
見
据

え
て
、「
訪
れ
て
み
た
い　

住
ん
で
み
た

い　

暮
ら
し
続
け
た
い
ま
ち
」
を
目
指

し
、
本
町
の
強
み
や
特
色
を
活
か
し
た

事
業
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
第
5
次
五
霞
町
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
4
年
目
を

迎
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
「
人
が

き
ら
め
き　

だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち　

五
霞
」
の
実
現
と
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
持
続

可
能
な
行
政
運
営
と
本
町
の
活
性
化

に
視
点
を
置
き
、
第
5
次
五
霞
町
総

合
計
画
と
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合

戦
略
の
成
果
を
意
識
し
た
重
点
的
・
効

率
的
な
予
算
配
分
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
予
算
案
は
、
第
５
次

五
霞
町
総
合
計
画
に
沿
っ
て
、
次
の
６

つ
の
事
項
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
と
安
全
を
育
む

　
︲
環
境
・
防
災
・
防
犯
︲

◆
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
く
空
家

　

の
適
正
管
理

◆
大
雨
等
の
災
害
に
対
応
す
る
応
急

　

資
機
材
の
整
備

◆
消
防
団
員
の
装
備
の
充
実

◆
五
霞
町
地
域
防
災
計
画
書
改
定

◆
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定

◆
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

◆
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

　

け
た
設
計
業
務

　
健
や
か
と
安
ら
ぎ
を
育
む

　
　
︲
健
康
・
子
育
て
・
福
祉
︲

◆
独
身
男
女
の
出
会
い
・
結
婚
支
援

◆
出
産
祝
い
金
の
創
設

◆
入
学
祝
い
金
の
創
設

◆
私
立
保
育
園
等
へ
の
支
援

◆
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に

　

対
す
る
助
成

◆
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

◆
役
場
庁
舎
へ
福
祉
と
健
康
に
関
す
る

　

総
合
相
談
窓
口
の
開
設

◆
介
護
予
防
の
充
実

　
人
と
文
化
を
育
む

︲
教
育
・
文
化
︲  　

 

◆
教
育
活
動
指
導
員
の
配
置

◆
英
語
教
育
の
推
進

◆
指
導
主
事
の
設
置

◆
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
・
電
子
黒
板

　

を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実

◆
社
会
教
育
主
事
の
配
置

◆
生
涯
教
育
の
充
実

◆
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１
９ 

　

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
プ
レ
大
会
を
開

　

催

　
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
を
育
む

　
　

 

︲
都
市
基
盤
・
生
活
基
盤
︲

◆
新
4
号
国
道
と
町
道
52
号
線
と
の

　

交
差
点
の
整
備

◆
町
道
５
号
線
の
整
備

◆
堤
防
強
化
事
業
に
伴
い
整
備
さ
れ

　

る
管
理
用
道
路
と
接
続
す
る
道
路

　

の
整
備

◆
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
・
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

◆
水
道
及
び
下
水
道
事
業
広
域
化
の

　

検
証

◆
水
道
施
設
整
備
の
更
新

◆
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の

　

策
定

　
豊
か
さ
と
活
力
を
育
む

︲
産　
業
︲ 　
　
　

 

◆
道
の
駅
ご
か
駐
車
場
拡
張
整
備

◆
耕
作
放
棄
地
対
策
・
基
盤
整
備
等
に

　

よ
る
農
地
の
有
効
利
用
の
支
援

◆
五
霞
町
農
業
塾
の
開
催

◆
青
年
就
農
者
増
加
の
促
進

◆
魅
力
情
報
発
信
・
魅
力
向
上
の
推
進

　
と
も
に
ま
ち
を
育
む

︲
ま
ち･

地
域
づ
く
り･

行
財
政
運
営
︲

◆
五
霞
誕
生
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の

　

検
討

◆
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定

◆
五
霞
町
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
作
成
に

　

よ
る
町
の
魅
力
発
信

◆
「
五
霞
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

　

画
」
に
基
づ
く
「
個
別
施
設
計
画
」

　

の
策
定

◆
「
か
ん
た
ん
窓
口
シ
ス
テ
ム
」の
導
入

　

今
後
は
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進

展
に
よ
り
、
社
会
保
障
関
連
経
費
等
の

増
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
他
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
に
伴
い
、
財
政
運
営
も
厳
し

さ
を
増
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
課
題
を
克
服
し
、
五
霞
町
が

持
続
的
に
成
長
・
発
展
を
続
け
る
た
め

に
、
住
民
の
皆
様
と
団
体
・
企
業
の
皆

様
と
手
を
携
え
て
、
町
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
本
町
の
更
な
る
発
展
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
の
将
来
像
「
人
が
き
ら

め
き
だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
ま
ち　

五
霞
」
の
実
現
に
向
け
、

「
力
強
い
未
来
」
と
「
絆
」
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
平

成
30
年
度
に
臨
む
施
政
方
針
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
全
文
に
つ
い
て
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

第
１
点
目

第
３
点
目

第
２
点
目

第
４
点
目

第
５
点
目

第
６
点
目
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地方譲与税
5,300万円
1.1%

地方消費税交付金
2億892万円
4.5%

地方交付税
3億7,000万円

8.0%

分担金及び負担金
5,398万円
1.2%

国庫支出金
3億3,734万円

7.3%

県支出金
1億9,982万円

4.3%

繰入金
8億275万円
17.4%

町債
2億6,860万円

5.8%

その他
3億1,120万円

6.7%

歳入
46億3,000万円

民生費
11億8,146万円

25.5%

歳出
46億3,000万円

町税
20億2,439万円

43.7%

総務費
6億4,716万円
14.0%

議会費
8,268万円
1.8%

その他
2億6,288万円

5.6%

公債費
3億3,668万円

7.3%

教育費
3億6,547万円

7.9%

消防費
2億3,948万円

5.2%

土木費
7億2,733万円
15.7%

農林水産業費
2億6,035万円

5.6%

衛生費
5億2,651万円
11.4%

特　別　会　計 金　　　額

（▲17.5%）

（12.9%）

（7.9%）

（51.7%）

（▲1.4%）

（3.4%）合　　計

企業会計 科　目 金　　額

水道事業会計

収益的収入 4億5,454万円

4億5,454万円

2億3,922万円

3億6,860万円

（▲3.8%）

（▲3.7%）

（▲9.4%）

（▲25.7%）

収益的支出

資本的収入

資本的支出

※（　　　）内は前年度当初予算に対する増減率

特別会計 企業会計

一般
会計

歳出：町民１人当たり予算額
（人口8,726人／平成30年3月1日現在）

歳　　出　　　　　（円）

合　　　計

歳入：町民１人当たり予算額
（人口8,726人／平成30年3月1日現在）

歳　　入　　　　　（円）

合　　　計

成
平

30

度
年

算
予
初
当

11億7,600万円

1億7,500万円

8億900万円

8億1,128万円

1億7,860万円

31億4,988万円

9,475
74,164
135,395
60,338
29,837
83,352
27,444
41,883
38,584
30,126
530,598

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他

231,995
6,074
23,942
42,402
6,187
38,659
22,899
91,996
30,781
35,663
530,598

町 税
地 方 譲 与 税
地方消費税交付金
地 方 交 付 税
分担金及び負担金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
繰 入 金
町 債
そ の 他

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計
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第
３
目
点

　
　
　

第
２
目
点

祉
福・
て
育
子・
康
健

事 業 一 覧主 要平成 年度

む
育
を
い
お
る
う
と
り
と
ゆ

盤
基
活
生・
盤
基
市
都

　
産
　

業 む
育
を
力
活

3

化
文・
育
教

0

化
文

む
育
を

と
人

 

さ
か
豊

第
４
目
点

第
１
目
点

て
け
向
に
現
実
の
霞
五
ち
ま
る
せ
ら
暮

人
が
き
ら
め
き
　だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
に

犯
防・
災
防・
境
環 む
育
を
全
安
と
然
自
な
か
豊

第
５
目
点

第
６
目
点

む
育
を
ち
ま
に
も
とまち・地

域
づ
く
り
、行
財
政
運
営

と

健
や
か
と

安
ら
ぎ
を
育
む
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○
防
犯
灯
・
街
路
灯
設
置
管
理
事
業 

（
生
活
安
全
課
）

　

犯
罪
と
交
通
事
故
を
未
然
防
止
す
る
た
め
、
防
犯
灯
及
び
防
犯
カ
メ
ラ
の
計
画

的
な
整
備
、
維
持
管
理
を
行
う
。 

７
８
２
万
円

　

・
町
内
全
域
の
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進 

（
１
８
２
万
円
）

　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
す
る
た
め
、
防
犯
灯
リ
ー
ス
事
業
を
導
入
し
、
町

内
全
域
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
す
る
。

○
消
防
団
活
動
事
業 

（
生
活
安
全
課
）

　

消
防
団
員
が
水
・
火
災
等
の
災
害
に
迅
速
、
確
実
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
基

礎
訓
練
や
水
出
し
訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
。 

２
，
３
１
７
万
円

　

・
消
防
団
装
備
の
充
実
強
化 

（
42
万
円
）

　

消
防
団
員
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
60
着
）
を
各
分

団
へ
配
備
す
る
。

○
地
域
防
災
対
策
推
進
事
業 

（
生
活
安
全
課
）

　

防
災
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
書
・
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
改
定
す
る
。
ま
た
、
国
の
無
線
通
信
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、
既
存

の
防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
更
新
す
る
た
め
の
調
査
・
設
計
業
務
を
実

施
す
る
。 

２
，
８
８
２
万
円

　

・
五
霞
町
地
域
防
災
計
画
書
改
定 

（
４
１
０
万
円
）

　

・
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定 
（
２
６
５
万
円
）

　

・
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
実
施
設
計 

（
１
，
０
８
０
万
円
）

○
空
家
等
対
策
事
業 

（
生
活
安
全
課
）

　

空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
空
家
等
の
有
効
活
用
を

推
進
す
る
。
ま
た
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず
、
住
民
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
特
定
空
家
の
所
有
者
に
対
し
、
必
要
な
指
導
・
措
置
を
行
う
。 

 

２
５
２
万
円

○
学
校
施
設
管
理
事
業 

（
教
育
委
員
会
）

　

小
・
中
学
校
の
良
好
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
建
物
や
器
具
類
の
維
持
管
理
を
行
う
。

 

２
，
０
７
２
万
円

　

・
中
学
校
中
庭
デ
ッ
キ
改
修
工
事 

（
４
３
２
万
円
）

　

・
中
学
校
放
送
設
備
改
修
工
事 

（
１
３
０
万
円
）

○
生
涯
学
習
推
進
事
業 

（
教
育
委
員
会
）

　

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
社
会
教
育
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
た
め
、
各
学
校
と
連
携
し
、
地
域
と
学
校

を
結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
役
割
を
担
う
社
会

教
育
主
事
を
配
置
す
る
。 

９
８
３
万
円

○
公
民
館
施
設
管
理
事
業 

（
教
育
委
員
会
）

　

生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
中
央
公
民
館
の
維
持
管

理
を
行
う
。 

１
，
５
１
１
万
円

　

・
駐
車
場
区
画
線
塗
布
工
事 

（
２
１
６
万
円
）

　

経
年
劣
化
し
た
駐
車
場
の
区
画
線
工
事
を
行
う
。

○
茨
城
国
体
推
進
事
業 

（
教
育
委
員
会
）

　
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１
９
」
の
開
催
に

向
け
た
プ
レ
大
会
を
行
う
。
ま
た
、
国
体
を
通
じ
て

中
学
生
の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
や
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
」
を
醸
成
す
る
た
め
の
研
修
等
を
実
施
す
る
。

 

５
２
５
万
円

○
出
産
お
め
で
と
う
事
業 

（
町
民
税
務
課
）

　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
や
少
子
化
対

策
と
し
て
、
平
成
30
年
4
月
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生

児
を
対
象
に
お
祝
い
金
を
支
給
す
る
。 

２
２
０
万
円

○
入
学
祝
い
金
事
業 

（
町
民
税
務
課
）

　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
や
少
子
化
対

策
と
し
て
、
小
学
校
に
入
学
す
る
新
入
学
児
を
対
象

に
お
祝
い
金
を
支
給
す
る
。 

１
４
４
万
円

（
就
学
祝
金
事
業
対
象
児
は
除
く
。）

○
保
育
所
運
営
事
業 

（
健
康
福
祉
課
）

　

町
内
在
住
児
が
通
う
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園

に
保
育
を
委
託
し
、
国
の
基
準
に
従
い
施
設
型
給
付

費
を
支
弁
す
る
。 

１
億
５
，
０
７
０
万
円

　

・
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

 

（
１
５
３
万
円
）

○
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
活
動
支
援
事
業
（
福
祉
相
談

窓
口
事
業
） 

（
健
康
福
祉
課
）

　

福
祉
や
健
康
に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口
を
開
設
す

る
。
福
祉
や
健
康
支
援
が
必
要
な
人
に
対
し
、
相
談

業
務
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
施
設
入
所
等
の
支
援
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実
施
す
る
。 

３
０
４
万
円

拡
充

拡
充

更
新

更
新

新
規

拡
充

新
規

新
規

新
規

拡
充

新
規

新
規

拡
充

新
規

新
規



事 業 一 覧主 要平成 年度

第
３
目
点

　
　
　

第
２
目
点

祉
福・
て
育
子・
康
健

平成 年度 事 業 一 覧主 要平成 年度

む
育
を
い
お
る
う
と
り
と
ゆ

盤
基
活
生・
盤
基
市
都

　
産
　

業 む
育
を
力
活

3

化
文・
育
教

0

化
文

む
育
を

と
人

 

さ
か
豊

第
４
目
点

第
１
目
点

て
け
向
に
現
実
の
霞
五
ち
ま
る
せ
ら
暮

人
が
き
ら
め
き
　だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
に

犯
防・
災
防・
境
環 む
育
を
全
安
と
然
自
な
か
豊

第
５
目
点

第
６
目
点

む
育
を
ち
ま
に
も
とまち・地

域
づ
く
り
、行
財
政
運
営

と

健
や
か
と

安
ら
ぎ
を
育
む
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さ
か
豊

と

○
適
正
土
地
利
用
推
進
事
業 

（
都
市
建
設
課
）

　

広
域
交
通
の
結
節
点
に
よ
り
高
ま
る
町
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
土
地
利
用
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
開
発
相
談
等
へ
の
助
言
・
情
報
提
供
ほ
か
、
特
定
行
政
庁
へ
の
経
由
事
務
を
行
う
。

２
，
２
１
７
万
円

　

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
業
務 

（
６
５
０
万
円
）

　

第
６
次
総
合
計
画
と
整
合
を
図
り
、
概
ね
20
年
後
の
都
市
づ
く
り
構
想
を
策
定
す
る
。

　

・
土
地
利
用
事
業
化
検
討
業
務 

（
１
，
５
０
０
万
円
）

　

町
内
全
域
に
お
け
る
新
た
な
産
業
系
土
地
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

○
圏
央
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
整
備
事
業 

（
都
市
建
設
課
）

　

新
4
号
国
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
改
良
工
事
を
行
う
ほ
か
、
開
発
区
域
内

の
道
路
等
の
整
備
促
進
の
た
め
、
土
地
区
画
整
理
組
合
へ
負
担
金
を
支
出
す
る
。
ま
た
、
業
務
代

行
者
と
更
な
る
企
業
誘
致
の
推
進
を
図
る
。 

８
，
２
４
１
万
円

　

・
五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
開
発
事
業
に
伴
う
道
路
改
良
工
事 

（
５
，
０
０
０
万
円
）

　

土
地
区
画
整
理
区
域
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
、
新
4
号
国
道
と
町
道
52
号
線
と
の
交
差

点
改
良
工
事
を
行
う
。

　

・
五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
組
合
負
担
金 

（
３
，
０
０
０
万
円
）

　

開
発
区
域
内
の
道
路
等
の
整
備
促
進
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
組
合
へ
負
担
金
を
支
出
す
る
。

○
町
道
整
備
事
業 

（
都
市
建
設
課
）

　

主
要
幹
線
道
路
を
含
め
た
町
道
の
整
備
を
行
う
。 

２
億
９
７
１
万
円

　

・
町
道
５
号
線
道
路
整
備
事
業 

（
１
億
７
，
７
６
０
万
円
）

 　

圏
央
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
及
び
新
４
号
国
道
か
ら
町
道
８
号
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
整
備
工
事
を
行
う
。

○
河
川
対
策
推
進
事
業 

（
都
市
建
設
課
）

　

河
川
及
び
排
水
路
等
の
整
備
を
行
う
。 

１
，
３
３
２
万
円

　

・
川
妻
地
内
排
水
路
整
備
工
事 
（
１
，
３
１
８
万
円
）

　

短
時
間
集
中
豪
雨
対
策
と
し
て
排
水
路
を
改
修
す
る
。

○
水
道
施
設
整
備
事
業 
（
上
下
水
道
課
）

 　

水
道
施
設
等
の
適
正
な
維
持
管
理
及
び
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
老
朽
化
し
た
施
設
を
更

新
す
る
。 

１
億
２
，
４
８
１
万
円

　

・
川
妻
浄
水
場
設
備
更
新
工
事 

（
１
億
１
，
９
３
１
万
円
）

　

川
妻
浄
水
場
電
気
設
備
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
工
事
等
を
実
施
す
る
。

○
下
水
道
施
設
整
備
事
業 

（
上
下
水
道
課
）

　

公
共
下
水
道
施
設
等
の
適
正
管
理
の
た
め
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
更
新
工
事
等
を
行
う
。  

 

４
億
７
，
９
３
６
万
円

　

・
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
策
定
事
業 

（
３
，
５
２
４
万
円
）

 

環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
設
備
及
び
管
渠
を
計
画
的
に
更
新
す
る
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
を
策
定
す
る
。 

　

・
耐
震
及
び
更
新
工
事
（
機
械
・
電
気
設
備
） 

（
4
億
２
，
７
３
９
万
円
）

　

環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
や
各
設
備
の
更
新
工
事
を
行
う
。

○
担
い
手
育
成
支
援
事
業 

（
産
業
課
）

　

地
域
の
中
心
と
な
る
担
い
手
、
農
業

後
継
者
の
育
成
及
び
農
地
の
集
積･

集

約
化
を
図
る
。 

３
８
６
万
円

　

・
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

 

（
１
５
０
万
円
）

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ

る
等
、
各
種
条
件
を
満
た
す
就
農
時
の

年
齢
が
45
歳
未
満
の
独
立
・
自
営
就
農

者
を
支
援
す
る
。

　
・農
地
集
積
総
合
支
援（
１
６
０
万
円
）

　

農
地
集
積
を
推
進
す
る
た
め
、
農
地

中
間
管
理
機
構
に
農
地
を
貸
付
す
る
農

業
者
に
機
構
集
積
協
力
金
を
交
付
す
る
。

○﹁
道
の
駅
ご
か
﹂振
興
事
業 

（
産
業
課
）

　

道
の
駅
ご
か
の
施
設
及
び
備
品
を
管

理
す
る
。 

３
，
０
０
２
万
円

　

・
地
域
食
材
供
給
施
設
等
の
修
繕

 

（
３
５
０
万
円
）

　

・
道
の
駅
関
連
調
査
業
務

 

（
６
５
０
万
円
）

　

・
駐
車
場
等
工
事 （
１
，７
９
５
万
円
）

○
観
光
振
興
事
業 

（
産
業
課
）

 　

観
光
資
源
の
開
発
と
管
理
、
観
光
Ｐ

Ｒ
を
推
進
す
る
。 

２
３
９
万
円

　

・
利
根
川
大
花
火
大
会
関
連
事
業

 
（
１
１
０
万
円
）

○
（
仮
称
）
五
霞
誕
生
１
３
０
周
年
記
念
事
業

 

（
政
策
財
務
課
）

　

平
成
31
年
度
に
五
霞
町
（
村
）
誕
生
１
３
０
年
を

迎
え
る
こ
と
を
祝
し
、
記
念
式
典
の
準
備
や
関
連
し

た
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う
。 

１
，
１
６
７
万
円

　

・
記
念
誌
印
刷
代 

（
１
０
７
万
円
）

　

・
イ
ベ
ン
ト
委
託
料
（
式
典
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
等
）  

 

（
１
，
０
３
４
万
円
）

○
行
政
管
理
事
業 

（
政
策
財
務
課
）

　

第
６
次
総
合
計
画
（
基
本
構
想
、
基
本
計
画
等
）

を
平
成
30
、
31
年
度
の
２
カ
年
で
策
定
す
る
。

 

７
３
２
万
円

○
戸
籍・住
民
基
本
台
帳
等
事
務
事
業（
町
民
税
務
課
）

　

戸
籍
及
び
住
民
基
本
台
帳
の
記
録
事
務
・
交
付
を

行
う
。
ま
た
、
町
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
。 

２
，
３
１
２
万
円

　

・
か
ん
た
ん
窓
口
シ
ス
テ
ム
導
入 

（
１
２
６
万
円
）

○
町
有
財
産
管
理
事
業 

（
政
策
財
務
課
）

 　

町
有
財
産
の
維
持
管
理
、
貸
付
等
を
行
う
。
ま
た
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
個
別
施
設
計

画
の
策
定
や
統
廃
合
を
含
め
た
公
共
施
設
の
方
向
性

及
び
庁
舎
等
の
複
合
化
を
検
討
す
る
。

 

２
，
２
１
９
万
円

　

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
係
る
個
別
施
設

計
画
策
定
業
務 

（
３
０
２
万
円
）

　

・
庁
舎
等
複
合
基
本
構
想
業
務 

（
４
３
２
万
円
）

○
情
報
発
信
事
業 

（
総
務
課
）

　

本
町
の
魅
力
を
内
外
へ
発
信
す
る
た
め
「
五
霞
町

ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
」
を
作
成
す
る
。 

４
６
６
万
円

　

ま
た
、
広
報
紙
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の
各
媒
体
を
通
じ
て
、

迅
速
か
つ
分
か
り
や
す
く
提
供
を
行
う
。

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

拡
充

継
続

継
続

継
続

継
続

新
規

新
規

更
新

更
新

更
新

継
続

継
続

継
続

新
規

新
規

新
規
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祝い金をお届けします

入学祝い金新生児出産祝い金
対 象 者 対 象 者

平成30年４月15日に五霞町に
住民票があり小学校等に1年生として

入学する児童の保護者

平成30年４月１日以降に出産し、
出産日の１年前から
五霞町に住民票がある
新生児の保護者

お 問 い 合 わ せ

町民税務課　町民G
☎（８４）１９６５（直通）

メールアドレス：tyoumin@town.goka.lg.jp

ごかっ子応援プロジェクトは、有識者と役場職員が、五霞町まち・
ひと・しごと創生有識者・庁内ワーキング合同会議で、同じテーブ
ルを囲み、効果的で実現性の高い事業として考え出され、ごかっ
子の健やかな育ちを地域で応援するものです。

平成30年4月からの変更点
　就学祝金は、平成30年4月2日で終了させていただきます。ただし、平成29年度まで
に就学祝金を認定された方は、経過措置として受給することができますが、入学祝い金
の対象外となります。
　ご理解のほど、よろしくお願いします。

就学祝金について

いこよ

平成30年度から２つの

申請方法：町が定める申請書による申請が必要です。申請書は、町民税務課①窓口で
　　　　　受け取りいただくか、町公式ホームページから印刷してください。
　　　　　申請書は町民税務課(①窓口)に直接提出してください。

申請期間：小学校に入学した年度の７月31日までとなります

添付書類：五霞町立以外の学校に入学する場合は、在学証明書または学生証を申請書
　　　　　に添付してください。

※出産祝い金と入学祝い金の支給には所定の条件があります。
　詳細については、町民税務課にお問い合わせください。
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祝い金をお届けします

入学祝い金新生児出産祝い金
対 象 者 対 象 者

平成30年４月15日に五霞町に
住民票があり小学校等に1年生として

入学する児童の保護者

平成30年４月１日以降に出産し、
出産日の１年前から
五霞町に住民票がある
新生児の保護者

お 問 い 合 わ せ

町民税務課　町民G
☎（８４）１９６５（直通）

メールアドレス：tyoumin@town.goka.lg.jp

ごかっ子応援プロジェクトは、有識者と役場職員が、五霞町まち・
ひと・しごと創生有識者・庁内ワーキング合同会議で、同じテーブ
ルを囲み、効果的で実現性の高い事業として考え出され、ごかっ
子の健やかな育ちを地域で応援するものです。

平成30年4月からの変更点
　就学祝金は、平成30年4月2日で終了させていただきます。ただし、平成29年度まで
に就学祝金を認定された方は、経過措置として受給することができますが、入学祝い金
の対象外となります。
　ご理解のほど、よろしくお願いします。

就学祝金について

いこよ

平成30年度から２つの

申請方法：町が定める申請書による申請が必要です。申請書は、町民税務課①窓口で
　　　　　受け取りいただくか、町公式ホームページから印刷してください。
　　　　　申請書は町民税務課(①窓口)に直接提出してください。
申請期間：出産の日から３ヶ月以内です。
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）
略
称
敬
（》
名
者
賞
受
《

彰
表
官
長
庁
防
消

員
団
防
消
職
退
続
勤
年
永　

元
　
本

　
部

　

員

導

指

　

根
曽

　

明
正

彰
表
長
会
協
防
消
本
日

章
績
精　

本

　
　
　

部
　
団

　
　

員
　

子
津
恵
橋
大

彰
表
長
会
協
防
消
県
城
茨
・
事
知
県
城
茨

員
団
防
消
職
退
続
勤
年
永

続
勤
（

10

）
上
以
年

　

団
分
３
第
元

　

長

団

分

　

井
細

　

暁
文

　

団
分
４
第
元

　

長
団
分
副

　

地
菊

　
　

薫

員
団
防
消
職
退
続
勤
年
永

）
上
以
年
５
続
勤
（

　

団
分
１
第
元

　
部

　
　

長
　

本
坂

　

史
雅

　

団
分
２
第
元

　
部

　
　

長
　

原
栗

　

一
信

　

団
分
２
第
元

　
部

　
　

長
　

橋
石

　

一
輝

　

団
分
２
第
元

　
部

　
　

長
　

上
浦

　

一
俊

　

団
分
４
第
元

　

長

団

分

　

田
山

　

直
佳

彰
表
長
会
協
防
消
県
城
茨

団
分
良
優　

団
分
２
第

章
労
功　

本

　
　

部
　

員

導

指

　

原
栗

　
　

浩

　

団
分
１
第

　
団

　
　

員
　

本
松

　

和
直

　

団
分
３
第

　
団

　
　

員
　

野
岡

　

功
友

彰
表
長
町

員
団
防
消
続
勤
年
永

続
勤
（

10

）
上
以
年

　
本

　
　

部
　
団

　
　

員
　
辻
　

子
つ
せ

　
本

　
　

部
　
団

　
　

員
　

子
理
真
木
大

　

団
分
１
第

　

長
団
分
副

　

葉
稲

　

行
貴

　

団
分
１
第

　
団

　
　

員
　

田
杉

　

人
直

　

団
分
１
第

　
団

　
　

員
　

木
齊

　

晴
雅

　

団
分
３
第

　
団

　
　

員
　

久
知

　

人
明

　

団
分
４
第

　

長

団

分

　

村
木

　

一
祐

　

団
分
４
第

　
団

　
　

員
　

地
菊

　

一
良

員
団
防
消
続
勤
年
永

）
上
以
年
５
続
勤
（

　

団
分
２
第

　

長

団

分

　

田
池

　

弘
由

　

団
分
２
第

　

長
団
分
副

　

釜
須

　

一
正

　

団
分
２
第

　
部

　
　

長
　

内
竹

　

人
真

　

団
分
２
第

　
団

　
　

員
　

木
青

　

浩
康

　

団
分
３
第

　
部

　
　

長
　

原
栗

　

司
大

　

団
分
３
第

　
部

　
　

長
　

林
小

　

平
亮

　

団
分
３
第

　
班

　
　

長
　

　

寿
和

　

団
分
３
第

　
団

　
　

員
　

二
隆
寺
野
小

　

団
分
３
第

　
団

　
　

員
　

田
下

　

輔
大

　

団
分
３
第

　
団

　
　

員
　

井
細

　

行
嘉

　

団
分
３
第

　
団

　
　

員
　

貝
鳩

　

則
正

　

団
分
３
第

　
団

　
　

員
　

貝
鳩

　
　

忠

　

団
分
４
第

　
班

　
　

長
　

子
金

　
　

誠

　

団
分
４
第

　
団

　
　

員
　

木
栃

　

之
正

彰
表
別
特第

66

会
大
技
競
法
操
プ
ン
ポ
防
消
県
城
茨
回

手
選
場
出
部
の
車
プ
ン
ポ
会
大
区
地
西
県

者
揮
指

　

団
分
４
第

　

員
団

　

村
中

　

人
誠

員
番
１

　

団
分
４
第

　

員
団

　

関
大

　

行
敏

員
番
２

　

団
分
４
第

　

員
団

　

下
山

　

人
直

員
番
３

　

団
分
４
第

　

員
団

　

木
鈴

　

介
啓

員
番
４

　

団
分
４
第

　

員
団

　

澤
小

　

郎
拓

員
助
補

　

団
分
４
第

　

員
団

　

久
知

　

一
純

彰
表
長
団
・
長
町

員
団
良
優　

団
分
１
第

　
班

　
　
　

長
　

本
松

　
　

敦

　

団
分
２
第

　
班

　
　
　

長
　

郎
一
雄
澤
江

　

団
分
３
第

　
団

　
　
　

員
　

山
中

　

幸
道

　

団
分
４
第

　
班

　
　
　

長
　

子
金

　
　

誠

彰
表
長
団　

社
会
式
株
油
鉱
陽
太

　
様

　

設
建
口
野
社
会
限
有

　
様

成
平
（

27
年
12

日
５
月

　

）
力
協
動
活
火
消
の
へ
災
火
他
の
そ

五霞町消防春季点検式が
厳粛に挙行されました

成
平

30
年

　

平
成
30
年
五
霞
町
消
防
春
季
点
検
式
が
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
３
月
４
日
、
五
霞
町

中
央
公
民
館
に
お
い
て
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

点
検
式
は
、
消
防
団
の
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
一
般
に
公
開
す
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
町
議
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
、
県
議
会
議
員
、
行
政
区
長
並
び
に
近
隣
市
町
の
消
防
関
係

者
な
ど
多
数
の
来
賓
が
出
席
す
る
中
、
人
員
、
服
装
、
手
帳
の
点
検
、
車
両
を
使
っ
た
機
械
器
具
点
検

を
行
い
、
日
頃
の
訓
練
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
の
ご
苦
労
に
対
し
、
次
の
方
々
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
な
お
一
層

の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

︽
受
賞
者
名
︾（
敬
称
略
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

　

本　

部　

団　

員 

大
橋
恵
津
子

茨
城
県
知
事
表
彰

表
彰
像

　

五
霞
町
消
防
団

茨
城
県
知
事
・
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

永
年
勤
続
退
職
消
防
団
員
（
勤
続
10
年
以
上
）

　

元
第
１
分
団　

分
団
長 

齊
木　

雅
晴

　

元
第
１
分
団　

分
団
長 

稲
葉　

貴
行

　

元
第
１
分
団　

部　

長 

杉
田　

直
人

　

元
第
３
分
団　

分
団
長 

岡
野　

友
功

　

元
第
３
分
団　

副
分
団
長 

白
石　

和
則

　

元
第
４
分
団　

分
団
長 

木
村　

貴
光

永
年
勤
続
退
職
消
防
団
員
（
勤
続
５
年
以
上
）

　

元
第
１
分
団　

分
団
長 
内
田　

和
明

　

元
第
１
分
団　

班　

長 
関
口　

和
徳

　

元
第
２
分
団　

副
分
団
長 

須
釜　

正
一

　

元
第
３
分
団　

団　

員 

小
野
寺
隆
二

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

優
良
分
団

　

第
４
分
団

功
労
章

　

第
３
分
団　

班　

長 

曽
我　

俊
之

　

第
４
分
団　

団　

員 

中
里　

善
匡

町
長
表
彰

永
年
勤
続
消
防
団
員
（
勤
続
35
年
以
上
）

　

本　
　

部　

副
団
長 

知
久　

英
一

永
年
勤
続
消
防
団
員
（
勤
続
25
年
以
上
）

　

本　
　

部　

団　

長 

松
本　

明
夫

永
年
勤
続
消
防
団
員
（
勤
続
20
年
以
上
）

　

第
４
分
団　

団　

員 

中
村　
　

浩

永
年
勤
続
消
防
団
員
（
勤
続
10
年
以
上
）

　

第
１
分
団　

班　

長 

杉
田　

陽
一

　

第
１
分
団　

団　

員 

松
本　

義
光

　

第
２
分
団　

分
団
長 

山
下　

泰
博

　

第
２
分
団　

班　

長 

薄
井　

竜
一

　

第
３
分
団　

団　

員 

三
浦　

秀
勝

　

第
３
分
団　

団　

員 

笈
沼　

将
行

　

第
３
分
団　

団　

員 

影
山
正
一
郎

　

第
３
分
団　

団　

員 

青
木　

敏
紘

　

第
４
分
団　

班　

長 

堀
越　

智
浩

永
年
勤
続
消
防
団
員
（
勤
続
５
年
以
上
）

　

第
１
分
団　

部　

長 

篠
崎　

紀
大

　

第
２
分
団　

団　

員 

江
澤
雄
一
郎

　

第
４
分
団　

団　

員 

大
関　

敏
行

　

第
４
分
団　

団　

員 

小
澤　

拓
郎

特
別
表
彰

第
68
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

西
南
地
区
大
会
ポ
ン
プ
車
の
部
出
場
選
手

　

指
揮
者　

第
２
分
団　

団
員　

鈴
木　

達
也

　

１
番
員　

第
２
分
団　

団
員　

松
本
健
太
郎

　

２
番
員　

第
２
分
団　

団
員　

石
塚　

崇
史

　

３
番
員　

第
２
分
団　

団
員　

鈴
木　

大
地

　

４
番
員　

第
２
分
団　

団
員　

岩
井　

朋
章

　

補
助
員　

第
２
分
団　

団
員　

今
出
川
信
幸

町
長
・
団
長
表
彰

優
良
団
員

　

第
１
分
団　

団　

員 

知
久　

裕
充

　

第
２
分
団　

部　

長 

山
中　

明
成

　

第
３
分
団　

団　

員 

増
山　

大
介

　

第
４
分
団　

団　

員 

中
村　

誠
人

 

五
霞
町
消
防
団
長
に

 

松
本
明
夫
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　

五
霞
町
消
防
団
長
と
し
て
、
３
月
１
日

付
け
で
松
本
明
夫
氏
が
引
き
続
き
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

　

松
本
団
長
は
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら

守
る
と
い
う
消
防
精
神
に
基
づ
き
、
団
員

一
丸
と
な
り
、
住
民
の
安
心
・
安
全
確
保

の
た
め
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
に
お
け
る
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

五
霞
町
消
防
団
本
部
役
員
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

団　

長　

松
本　

明
夫

　

副
団
長　

知
久　

英
一

　

副
団
長　

内
田　

一
利

　

指
導
員　

大
橋　

修
一

　

指
導
員　

栗
原　
　

浩

五霞町消防春季点検式

松本　明夫氏
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五霞町結婚支援員連絡会
　連絡会は、町長から委嘱を受けた結婚支援員で構成されています。結婚についての様々な相談をお受けし、
お相手さがしのお手伝いをします。　　
　すべての支援員がボランティアで活動しますので、登録料や相談料など経費は一切かかりません。もちろ
ん、みなさんのプライバシーや個人情報の保護には、細心の注意を払っています。安心してご相談ください。

 主な活動
　結婚相談会：結婚を希望される方のお悩みやご相談にお応えします。親御さんだけのご相談でも結構です。
　　　　　　　結婚を真剣に考えられている方のお申し込みをお待ちしております。
　　　　　　　随時、受け付けています。下記の連絡先へ電話いただくか町公式ホームページから、もしくは、
　　　　　　　ご近所の支援員にお問い合わせ、お申し込みください。
　パーティー：年に１～２回、開催します。詳細は、広報紙やポスター、町公式ホームページで案内します。
　お相手紹介：連絡会に登録された方には、お相手探しを支援員がお手伝いします。
　　　　　　　登録者のプロフィールをご覧いただき、お見合いを希望することも可能です。

結婚支援員
　五霞町在住の12名が活動しています。
　結婚生活の先輩、少しおせっかいな近所のおじさん、
　おばさんに気軽にご相談ください。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）

氏　　名 所　　在 電話番号
青木　照枝 原宿台在住 （84）1961

石塚　和実 小福田在住 （84）0644

植竹　敏子 原宿台在住 （84）1582

梅田　福一郎 元栗橋在住 （84）2420

大久保千枝子 小手指在住 （84）0510

影山　德治 山王山在住 （84）2760

島村　紀子 元栗橋在住 （84）0518

関口　美佐子 釈迦在住 （84）1391

堀山　幸治 幸主在住 （84）3093

細井　　清 五霞町工業クラブ （84）0764

篠﨑　早苗 五霞町社会福祉協議会 （84）0765

水
みず

除
よけ

　早苗 五霞町商工会 （84）0777

任　期　平成29年８月１日から平成31年７月31日まで

お問い合わせ・連絡先　090-6526-4122（石塚）

五霞町結婚支援員連絡会

登録を希望される方は

ご用意ください！
●本人確認ができる書類
　運転免許証、マイナンバーカード等

●写真
　できるだけ最近撮影したもの
　サイズ：Ｌ判（縦）
　範囲：全身が入っているもの
●身上書※

　支援員がお手伝いするためのあなたの資料
　です。
●公開プロフィールカード※

　支援員連絡会内の情報交換会、お見合い希
　望相手にご紹介用として使用します。

※は所定の用紙があります。

素敵なお相手さがしのお手伝いをします
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町公式ホームページに「広告」を掲載しませんか？

ごかりん号車内広告掲載募集

「町公式ホームページ」の公共性を
損なうおそれのない企業及び個人
（町内外は問いません）

各月の１日から末日までの１か月
を単位とし、連続する最長期間
は、12か月とします。

町公式ホームページのトップ画面
で町が指定した位置とします。

１枠　１か月　10,000円

ごかりん号の車内広告を随時募集しています。
企業やお店の紹介、商品のＰＲ等掲載してみませんか？

　3か月以上連続して掲載する場合の掲載料金は、次の
とおりとなります。
(1)3か月連続して掲載する場合 1か月につき9,000円
(2)6か月連続して掲載する場合 1か月につき8,000円
(3)12か月連続して掲載する場合 1か月につき7,000円

詳細につきましては、町公式ホームページからご確認いただくか、生活安全課までお問い合わせください。

〇お問い合わせ　総務課　秘書広報G　☎（84）1111（内線214）

〇お問い合わせ　生活安全課　くらし安心G　☎（84）3618（直通）

広告掲載内容

広告掲載期間

広告掲載箇所

広告掲載料

掲載枠数　　 掲載金額 広告サイズ６枠 月額　２，０００円 Ｂ３版横（３６４㎜×５１５㎜）
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第
15
回
茨
城
県
商
工
会
女
性
部
主
張
発

表
大
会
で
取
組
の
発
表
が
さ
れ
ま
し
た

　

２
月
７
日
、

つ
く
ば
国
際

会
議
場
に
お

い
て
、
茨
城

県
商
工
会
女

性
部
連
合
会

主
催
に
よ
る

主
張
発
表
大

会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
女
性
部
活
動
及
び
女

性
部
員
と
し
て
の
活
動
の
実
践
・
成
果

か
ら
得
た
自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
の
女
性
部
活
動
の
活

性
化
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
の
商
工
会
女
性
部
員

６
０
０
人
以
上
が
見
守
る
中
、
五
霞
町

商
工
会
女
性
部
長
の
小
林
弥
生
氏
が
「
や

つ
頭
コ
ロ
ッ
ケ
づ
く
り
を
通
し
て
商
工
会

活
動
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
女
性
部

活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
堂
々
と
し
た

主
張
発
表
を
し
、
厳
正
な
る
審
査
の
結

果
、
見
事
に
第
１
位
と
な
り
「
茨
城
県

知
事
賞
・
茨
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合

会
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
３
日
に
神
奈
川
県
で
開

催
さ
れ
る
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
主
張
発
表
大

会
」
に
茨
城
県
商
工
会
女
性
部
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

教
育
振
興
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た

　

２
月
14
日
、
五
霞
町
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
平
成
29
年
度
教
育
振
興
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
教
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
た

方
や
教
育
論
文
に
応
募
さ
れ
た
方
、
功

績
の
あ
っ
た
児
童
・
生
徒
・
学
校
の
表
彰

式
や
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
学
校
の
「
特
色
あ
る
取

り
組
み
」
の
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協

力
し
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
五
霞
町

の
教
育
の
振
興
に
一
層
努
力
す
る
こ
と
を

趣
旨
と
し
た
「
町
教
育
推
進
大
会
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
五
霞
」

を
開
催
し
ま
し
た

　

２
月
14
日
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲

者
へ
の
追
悼
と
家
族
や
地
域
の
絆
へ
の
想

い
を
次
の
世
代
へ
繋
い
で
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
五
霞
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
連
絡
協

議
会
主
催
に
よ
る
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

in
五
霞
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
連
絡
協
議

会
会
員
と
町
民
の
一
般
参
加
者
に
よ
り
、

キ
ャ
ン
ド
ル
の
入
っ
た
容
器
を
装
飾
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
「
寄
せ

書
き
」
に
し
た
た
め
ま
し
た
。

　

点
灯
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
役
場
前
庭
に

お
い
て
、
手
づ
く
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
囲

み
な
が
ら
、
参
加
者
の
想
い
を
寄
せ
合
い

ま
し
た
。

消
費
者
行
政
出
前
講
座
を
実
施

　

２
月
21
日
、
五
霞
中
学
校
に
お
い
て
、

２
年
生
を
対
象
と
し
た
「
消
費
者
行
政

出
前
講
座
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
五
霞
町
消
費
生
活
相
談
員

の
松
橋
ひ
ろ
み
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

「
私
た
ち
の
消
費
生
活
」
と
題
し
、
若
者

向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
事
案
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
や
心
理

チ
ェ
ッ
ク
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
使
っ
て
説
明

し
た
り
、
寸
劇
を
し
な
が
ら
消
費
生
活

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

「ごか」の文字を象ったキャンドル



市
民
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た

第
67
回
＂
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
＂
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

　

２
月
17
日
、
五
霞
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
猿
島
郡
医
師
会
主
催
の
市
民

公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
、

42
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
寝
た
き
り
予
防
の
運
動
と
栄
養
に
つ

い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
西
南
医
療
セ

ン
タ
ー
病
院
外
科
科
長
の
野
﨑
礼
史
先

生
と
副
院
長
の
上
杉
雅
文
先
生
よ
り
栄

養
や
体
操
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
た

後
、
同
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
た
ち
と
一
緒
に
、
実
際

に
体
を
動
か
し
ま
し
た
。
真
剣
な
表
情

で
メ
モ
を
と
っ
た
り
、
体
操
で
は
慣
れ
な

い
動
き
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
皆
さ
ん
楽

し
み
な
が
ら
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　　

法
務
省
、
水
戸
保
護
観
察
所
、
第
67

回
″
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
＂
中
央

推
進
委
員
会
、
茨
城
県
推
進
委
員
会
主

催
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
五

霞
東
小
学
校
６
年　

櫻
本
凪な
ぎ

咲さ

さ
ん
の

作
文
﹃
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
﹄

が
優
秀
賞
・
茨
城
県
更
正
保
護
協
会
理

事
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

12
月
26
日
、
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

に
お
い
て
受
賞
式
が
開
催
さ
れ
、
賞
状

と
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

まちのわだい
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子
ど
も
野
外
体
験
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た

　

３
月
10
日
、
さ
し
ま
少
年
自
然
の
家

（
境
町
）
に
お
い
て
、
子
ど
も
会
育
成
会

主
催
に
よ
る
、
子
ど
も
野
外
体
験
活
動

が
実
施
さ
れ
、
町
子
ど
も
会
に
加
入
す

る
小
学
６
年
生
24
名
と
育
成
指
導
者
等

18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
野
外
体
験
活
動
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
の
親
睦
を
図
り
な
が

ら
、
人
間
関
係
の
構
築
、
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
の
自
主
性
・
積
極
性
を
促
し
、
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
活
動
（
社
会
性
を
育
成
す
る

た
め
の
活
動
体
験
）
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

焼
き
プ
レ
ー
ト
作
製
体
験
を
通
し
て
、

東
・
西
小
学
校
の
交
流
が
図
ら
れ
、
有

意
義
な
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
、
境
町
民
体
育
館
に
お
い

て
、
五
霞
町
・
古
河
市
・
坂
東
市
・
境
町

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
約
２
０
０
名
が
集

ま
り
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
県
西
地
区
古
河
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
飛
燕
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）、

五
霞
Ｍ
Ａ
Ｘ
（
男
子
ミ
ニバス
）、
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｊ
Ｆ
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）
の
少
年
団
員
が
参
加

し
、
交
流
会
で
綱
引
き
大
会
を
行
い
、
他

市
町
の
少
年
団
員
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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五
霞
中
学
校

で
は
、人
権
意
識

の
高
揚
を
ね
ら

い
と
し
て
、「
い
じ

め
防
止
フ
ォ
ー
ラ

ム
＆
人
権
啓
発

集
会
」を
毎
年

実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、平
成

29
年
度
は
、オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ

ン
ピッ
ク
教
育
の

一
環
と
し
て「
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験

授
業
」が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

①
い
じ
め
防
止
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆

　
人
権
啓
発
集
会（

平
成
29
年
12
月
4
日
）

　

は
じ
め
に
、
各
ク
ラ
ス
の
い
じ
め

防
止
標
語
お
よ
び
人
権
啓
発
標
語
の

入
選
作
品
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

入
選
生
徒
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、｢

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

が
炎
上
！
ど
う
止
め

る
？｣

と
い
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
動
画
を
視
聴
し
ま

し
た
。
中
学
２
年
生

数
名
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

自
由
に
会
話
を
し
て

い
る
様
子
を
撮
影
し

た
番
組
で
す
。
会
話
の

ス
ピ
ー
ド
を
き
っ
か
け

と
し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
ト
ラ
ブ
ル
に
潜
む

﹃
敵
・
味
方
﹄
と
い
う

概
念
や
、
傍
観
す
る
生
徒
の
心
理
、

対
処
の
仕
方
な
ど
、
大
人
も
考
え
さ

せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。
最
後
に
、

今
回
の
集
会
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

を
も
と
に
、
自
分
の
行
動
宣
言
を
書

き
ま
し
た
。

②
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
授
業

（
平
成
30
年
1
月
17
日
）

　

「
共
生
社
会
の
形
成
に
関
す
る
意

識
を
高
め
る
こ
と
」
を
ね
ら
い
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
に
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
栃
木

レ
イ
カ
ー
ズ
」
の
選
手
５
名
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
代
表
講

師
の
方
か
ら
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
に
、
車
い
す
に
乗
車
し
て
、
移

動
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
シ
ュ
ー
ト

の
体
験
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
講
師
の

方
々
の
試
合
を
観
戦
し
ま
し
た
。

　

集
会
・
授
業
の
生
徒
の
感
想
文
か

ら
は
、
人
権
に
対
す
る
意
識
の
変
容

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
五
霞

中
学
校
は
、
こ
れ
か
ら
も
全
教
育
活

動
を
通
し
て
人
権
教
育
を
強
く
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

思 い や り の 心 で 明 る い 社 会 を

人権意識の高揚を目指して！
いじめ防止フォーラム＆人権啓発集会
オリパラ教育・パラスポーツ体験授業

₄  

月
の
行
事
予
定

₄  

月
の
行
事
予
定

こどもの
ひろば

こどもの
ひろば

西児童館 ☎（84）2321
・イス取りゲーム 16日㈪
・ちびっこ広場 20日㈮
・避難訓練 24日㈫
・ドッジボール大会 26日㈭

南児童館 ☎（84）3456
・ドッジボール大会 ９日㈪
・避難訓練 17日㈫
・カレンダー作り 23日㈪
・にこにこ広場 27日㈮

　

２
月
８
日
、
西
児
童
館
に
お
い
て
、

14
日
よ
り
一
足
早
く
「
バ
レ
ン
タ
イ

ン
の
チ
ョ
コ
作
り
」
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ョ
コ
作
り
は
、
い
つ
も
人

気
が
あ
り
、
多
く
の
小
学
生
が
楽
し

み
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
ビ
ス
ケ
ッ

ト
に
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
の
せ
て
レ
ン
ジ
で

熱
し
た
後
、
さ
ら
に
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト

で
サ
ン
ド
し
て
、
チ
ョ
コ
を
塗
っ
て

完
成
で
す
。
二
つ
目
は
、
バ
ナ
ナ
に

チ
ョ
コ
を
塗
っ
た
後
、
砂
糖
菓
子
な

ど
で
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
三

つ
目
は
、
と
か
し
た
チ
ョ
コ
に
コ
ー
ン

フ
レ
ー
ク
を
入
れ
た
後
、
取
り
出
し
、

カ
ラ
ー
ス
プ
レ
ー
を
か
け
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
チ
ョ
コ
作
り
に
熱
中
し

て
、
大
変
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
も
の
を
そ
の
場
で

食
べ
た
り
、自
慢
の
作
品
を
持
ち
帰
っ

た
り
し
ま
し
た
。

　

２
月
19
日
、
南
児
童
館
で
は
、「
み

ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ
」
で
プ
リ
ン
ア

ラ
モ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。

　

市
販
の
カ
ス
タ
ー
ド
プ
リ
ン
を
中

心
に
バ
ナ
ナ
、
ミ
カ
ン
、
モ
モ
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
の
様
々
な
フ
ル
ー

ツ
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
そ
の

上
に
生
ク
リ
ー
ム
を
ホ
イ
ッ
プ
し
、

さ
く
ら
ん
ぼ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
ら

完
成
で
す
。

　

プ
リ
ン
ア
ラ
モ
ー
ド
作
り
に
初
挑

戦
の
お
友
だ
ち
も
い
て
、
バ
ナ
ナ
の

皮
を
む
い
た
り
、
他
の
フ
ル
ー
ツ
を

カ
ッ
ト
し
た
り
、
大
変
楽
し
い
時
間

で
し
た
。

　

完
成
後
は
、
み
ん
な
で
で
き
栄
え

を
確
認
し
な
が
ら
、
お
い
し
く
食
べ

ま
し
た
。

プリンアラモードを作りました  ～南児童館～ バレンタインのチョコ作り  ～西児童館～
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ごかの
　お知らせ

（No.511）

役場の代表電話は☎（84）1111です

お
し
ら
せ

（
町
民
税
務
課
）

　

平
成
30
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
検

診
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
者
へ
の
助
成
を

受
付
し
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方

は
、
特
定
健
康
診
査
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　
４
月
16
日
㈪
～
20
日
㈮

※
窓
口
受
付
の
み

○
場
所　
町
民
税
務
課
（
②
窓
口
）

○
受
付
人
数　
50
名
（
先
着
順
）

※
た
だ
し
、
前
年
度
の
未
受
診
者
を

優
先
し
ま
す
。

○
対
象
者　

　

五
霞
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
、
平
成
30
年
度
中
に
30
歳
以
上

74
歳
に
達
す
る
方　

※
国
保
税
完
納
者
に
限
る
。

○
助
成
額　
１
５
，
０
０
０
円

○
持
参
す
る
も
の　
保
険
証
、
印
鑑

○
検
査
医
療
機
関　
受
付
の
際
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

町
民
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

　
（
健
康
福
祉
課
）

　

次
の
と
お
り
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
を
実
施
し

ま
す
。

○
肺
炎
球
菌
に
つ
い
て

　

肺
炎
球
菌
は
肺
炎
の
原
因
と
な
る

菌
で
、
肺
炎
の
ほ
か
に
も
慢
性
気

道
感
染
症
、
中
耳
炎
、
副
鼻
腔
炎
、

敗
血
症
等
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
は
、

成
人
に
お
け
る
肺
炎
の
原
因
の
25

～
40
％
を
占
め
、
特
に
、
高
齢
者

や
慢
性
疾
患
を
お
持
ち
の
方
は
、

重
篤
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
筋
肉
内
ま
た
は
皮
下
注
射
で
、
１

回
接
種
で
す
。

・
接
種
後
５
年
間
は
効
果
が
持
続
す

る
と
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
接
種
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

３
，
０
０
０
円
（
一
人
に
つ
き
生

涯
１
回
限
り
で
す
。
）

○
接
種
方
法
に
つ
い
て

　

茨
城
県
内
の
委
託
医
療
機
関
（
茨

城
県
医
師
会
に
所
属
）
で
の
個
別

接
種
と
な
り
ま
す
。

※
委
託
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
し

た
場
合
、
助
成
金
の
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

○
予
診
票
に
つ
い
て

　

①
の
対
象
の
方
に
は
、
4
月
初
旬

に
予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方

に
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
健
康

保
険
証
な
ど
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持

ち
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
１
９
１
０
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

町
の
税
金
や
上
下
水
道
料
金
、
保

育
料
な
ど
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

記
載
さ
れ
て
い
る
「
五
霞
町
納
税
等

記
録
票
」
は
、
役
場
④
番
窓
口
に
備

え
付
け
、
ま
た
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人
間

ド
ッ
ク・脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成

※
過
去
５
年
以
内
に
接
種
し
た
こ
と

が
あ
る
方
は
、
再
接
種
に
よ
り
、

接
種
部
位
の
痛
み
、
赤
み
、
し
こ

り
等
の
副
反
応
が
強
く
出
現
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
助
成
期
間
（
平
成
30
年
４
月
１
日 

　
～
平
成
31
年
３
月
31
日
）

○
平
成
30
年
度
助
成
対
象
者

①
平
成
30
年
度
に
各
年
齢
に
な
る
方

　

65
歳　

昭
和
28
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　

昭
和
29
年
４
月
１
日
生

　

70
歳　

昭
和
23
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　

昭
和
24
年
４
月
１
日
生

　

75
歳　

昭
和
18
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　

昭
和
19
年
４
月
１
日
生

　

80
歳　

昭
和
13
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　

昭
和
14
年
４
月
１
日
生

　

85
歳　

昭
和
8
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　

昭
和
9
年
４
月
１
日
生

　

90
歳　

昭
和
3
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　

昭
和
4
年
４
月
１
日
生

　

95
歳　

大
正
12
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　

大
正
13
年
４
月
１
日
生

　

100
歳　

大
正
7
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　

大
正
8
年
４
月
１
日
生

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を

有
す
る
方

※
た
だ
し
、
今
ま
で
に
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
（
23
価
肺
炎
球
菌
莢
膜

ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
）

の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

は
、
対
象
外
で
す
。

○
公
費
助
成
金
に
つ
い
て

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
公
費
助
成　

五
霞
町
納
税
等
記
録
票
に

つ
い
て
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（
教
育
委
員
会
）

　

町
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
生
徒
の
い
る
ご
家
庭
で
、
経
済
的

な
理
由
（
所
得
状
況
等
）
に
よ
り
就

学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

学
用
品
費
等
の
一
部
を
援
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
４
月
中
に
教
育
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
Ｇ

　

☎
（84）
１
４
６
２
（
直
通
）

就
学
援
助
に
つ
い
て

○
前
納
に
つ
い
て

・
前
納
す
る
と
保
険
料
の
割
引
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

・
前
納
は
現
金
に
よ
る
納
付
の
ほ

か
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
も
可

能
で
す
。

※
４
月
以
降
に
国
民
年
金
の
第
１
号

被
保
険
者
に
な
ら
れ
た
方
が
前
納

を
希
望
さ
れ
た
場
合
は
、
最
初
に

加
入
さ
れ
た
月
分
か
ら
年
度
末
の

３
月
分
ま
で
の
保
険
料
と
な
り
ま

す
。

※
納
付
書
の
発
行
日
に
よ
っ
て
、

前
納
で
納
め
ら
れ
な
い
月
分
の
保

険
料
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
お
支
払
い
も
で
き
ま
す
。

【
経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
と
き
は
申
請
免
除
を
】

○
保
険
料

　

全
額
免
除
ま
た
は
３
／
４
、
半

額
、
１
／
４
免
除
が
あ
り
ま
す
。

○
対
象
者

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
と
認

め
ら
れ
る
方

※
平
成
29
年
度
に
申
請
免
除
が
承

認
さ
れ
た
方
で
、
継
続
し
て
免
除

を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
請
は
不
要

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
度
中

に
免
除
の
内
容
に
変
更
が
あ
る
方

は
、
再
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
任
意
加
入
被
保
険
者

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
対
象
期
間　
７
月
～
翌
年
６
月

【
学
生
の
た
め
の
納
付
特
例
】

○
保
険
料　
全
額
を
納
付
猶
予

○
対
象
者

　

本
人
の
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下

で
、
大
学
（
大
学
院
）
、
短
大
、

高
等
専
門
学
校
等
に
在
学
す
る
20

歳
以
上
の
学
生
の
方

※
夜
間
、
定
時
制
、
通
信
制
の
学
生

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

○
持
参
す
る
も
の　
学
生
証

○
対
象
期
間　
４
月
～
翌
年
３
月

【
納
付
猶
予
】

○
保
険
料　
全
額
を
納
付
猶
予

○
対
象
者

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
及
び
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
額
（
全
額
免

除
の
基
準
と
同
類
）
以
下
の
方

○
対
象
期
間　
７
月
～
翌
年
６
月

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

学
生
納
付
特
例
期
間
や
納
付
猶
予

期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
の

受
給
資
格
要
件
に
は
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

学
生
納
付
特
例
期
間
及
び
納
付
猶

予
期
間
中
の
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
に
は
、
満
額
の
障

害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
下
館
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
９
６

（25）
０
８
２
９

・
町
民
税
務
課　

町
民
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

（
生
活
安
全
課
）

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
狂
犬
病
予

防
の
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　

現
在
、
犬
を
飼
っ
て
い
て
登
録
し

て
い
な
い
方
や
注
射
を
受
け
さ
せ
て

い
な
い
方
も
、
こ
の
機
会
に
予
防
注

射
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
現
在
、
獣

医
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
獣
医

師
の
指
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
）

○
持
参
す
る
物

Ⅰ
登
録
が
済
ん
で
い
る
飼
い
犬
の
場
合

①
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
申
請
書

（
３
月
中
旬
に
郵
送
し
た
は
が
き
）

※
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
申
請

書
（
は
が
き
）
を
忘
れ
て
し
ま
う
と

注
射
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
忘
れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。

②
狂
犬
病
予
防
注
射
料

　
　
　
　
　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

③
注
射
済
票
交
付
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
０
円

Ⅱ
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
飼
い
犬
の

場
合

①
狂
犬
病
予
防
注
射
料

　
　
　
　
　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

②
注
射
済
票
交
付
手
数
料  

３
５
０
円

③
登
録
手
数
料　
　

   

２
，
０
０
０
円

※
代
金
お
支
払
い
の
際
、
お
釣
り
が

出
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
ふ
ん
を
片
付
け
る
際
に

必
要
な
ス
コ
ッ
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
、
月
額

１
６
，
３
４
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
前
納
（
２
年
分
、
１

年
分
、
６
カ
月
分
）
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

平
成
30
年
度
狂
犬
病
予
防
の

集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

日　時 場　所

４月５日㈭
午後１時～２時 川妻生活改善センター

午後２時30分～３時30分 役場

４月８日㈰
午後１時～２時 役場

午後２時30分～３時30分 原宿台コミュニティセンター

４月12日㈭
午後１時～２時 ふれあいセンター

午後２時30分～３時30分 役場

（平成30年度保険料月額16,340円）
まとめて納付（前納）すると保険料がおトクになります!!

口座振替では 4,110円
　納付書では 3,480円

毎月納めると
196,080円

前納すると
口座振替では 191,970円
　納付書では 192,600円

おトク!!
口座振替では 1,110円
　納付書では 800円

毎月納めると
98,040円

前納すると
口座振替では 96,930円
　納付書では 97,240円

おトク!!

【１年分の保険料】 【６カ月分の保険料】
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平
成
30
年
産
以
降
も
米
の

需
要
に
応
じ
た
生
産
（
生
産

調
整
）
は
必
要
で
す

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご

案
内

（
産
業
課
）

　

茨
城
県
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、

平
成
30
年
産
か
ら
の
米
政
策
の
見
直

し
に
対
応
す
る
た
め
、
昨
年
５
月
に
新

た
な
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
五
霞
町
に
お
い
て

は
、
来
年
度
以
降
も
需
要
に
応
じ
た

生
産
（
生
産
調
整
）
を
進
め
、
米
価

の
安
定
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
主
食
用
米
の
生
産
の
目
安
と
な

る
「
生
産
数
量
目
標
に
相
当
す
る
数

値
」
と
と
も
に
、
新
た
に
主
食
用
米

以
外
の
生
産
目
標
を
示
す
「
新
規
需

要
米
等
生
産
目
標
」
を
生
産
者
の
み

な
さ
ん
へ
提
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
全
体
で
は
、
主
食
用

米
の
生
産
が
過
剰
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
主
食
用
米
か
ら
、

月
の
光
を
は
じ
め
と
す
る
飼
料
用
米

（
多
収
品
種
）
へ
の
転
換
を
進
め
、
生

産
者
の
み
な
さ
ん
の
所
得
の
確
保
と

経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

主
食
用
米
の
在
庫
が
積
み
上
が

る
と
米
価
は
下
落
す
る
傾
向
で
す
の

で
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
図
る
よ

う
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

地
域
振
興
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

募

集

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

（
町
民
税
務
課
）

　

猶
予
制
度
と
は
、
町
税
を
一
時
に

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、

ま
た
は
、
財
産
の
差
押
や
売
却
を
直

ち
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
事
業
の

継
続
若
し
く
は
生
活
の
維
持
を
困
難

に
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
利
用
で

き
る
制
度
で
「
徴
収
の
猶
予
」
と
「
換

価
（
売
却
）
の
猶
予
」
が
あ
り
ま
す
。

○
徴
収
の
猶
予
の
要
件

・
災
害
、
盗
難
、
病
気
な
ど
に
よ
り

　

一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き

・
事
業
の
休
廃
止
、
事
業
上
の
損
失

等
に
よ
り
一
時
に
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き　

な
ど

○
換
価
（
売
却
）
の
猶
予
の
要
件

・
納
税
に
つ
い
て
誠
実
な
意
思
を
有

し
て
い
る
人
が
、
町
税
を
一
時
に

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
の
継

続
ま
た
は
生
活
の
維
持
を
困
難
に

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き

・
猶
予
を
受
け
る
町
税
以
外
の
町
税

に
滞
納
が
な
い
と
き

・
平
成
30
年
4
月
1
日
以
後
に
納
期

限
が
到
来
す
る
町
税
で
、
そ
の
町

税
の
納
期
限
か
ら
6
か
月
以
内
に

申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き 

な
ど

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
民
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

（
産
業
課
）

　

茨
城
県
農
地
中
間
管
理
機
構
で

は
、
規
模
縮
小
や
経
営
転
換
等
の
理

由
に
よ
り
、
農
地
の
貸
付
を
希
望
さ

れ
る
方
の
申
出
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

お
借
り
し
た
農
地
は
、
公
募
で
募
集

し
た
担
い
手
の
方
に
対
し
、
茨
城
県
農

地
中
間
管
理
機
構
が
転
貸
し
ま
す
。

　

農
用
地
の
貸
借
手
続
き
の
流
れ
や

公
募
に
応
募
さ
れ
て
い
る
担
い
手
の

方
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
農
地
中
間

管
理
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

４
月
２
日
㈪
～
５
月
２
日
㈬

○
届
出
書
配
布
・
受
付
場
所

　

産
業
課
窓
口　

○
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

地
域
振
興
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
方
の
た
め
に

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室
（
デ
イ
ケ
ア
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
に
通
院
し
な
が
ら
家
庭
で
過

ご
し
て
い
る
方
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
仲
間
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

関
心
を
持
た
れ
た
方
は
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

４
月
５
日
㈭
、
５
月
10
日
㈭
、

　

６
月
７
日
㈭

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
（84）
１
９
１
０
（
直
通
）

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
地
域
活
動
、
指
導
活
動
な

ど
に
最
適
な
保
険
で
す
。

　

団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
活
動
中

の
事
故
、
集
合
・
解
散
場
所
へ
の
往
復

中
の
事
故
な
ど
が
補
償
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
現
在
で
は
約
１
，
０
０
０
万

人
の
人
々
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

案
内
及
び
加
入
申
込
用
紙
は
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

　

補
償
内
容
の
詳
細
を
知
り
た
い
方

や
加
入
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
公
益
財
団
法
人

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
茨
城
県
支
部

　

☎
０
２
９
（
２
９
７
）
７
６
０
０

・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
３
３
（
直
通
）

平
成
30
年
度
第
１
回

農
用
地
の
貸
付
希
望
受
付

　

町
税
を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　

町
民
の
体
力
向
上
と
健
康
維
持
の

た
め
競
技
を
と
お
し
、お
互
い
の
親
睦

を
図
り
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、次
の
と
お
り

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
5
月
28
日
㈪

　
　
　
　

午
前
８
時
開
始

○
場
所　
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
Ｃ
・
Ｃ

 

（
常
総
市
崎
房
１
９
５
５
‐
２
）

　

☎
０
２
９
７

（43）
７
３
１
１

○
参
加
資
格　
町
内
在
住
・
在
勤
者

○
募
集
人
数　
先
着
１
０
０
名

○
競
技
方
法　

　

ペ
リ
ア
方
式（
ハ
ン
デ
ィ
36
。た
だ

し
、女
性
、シ
ニ
ア
、ジ
ュ
ニ
ア
は
40
。）

○
プ
レ
ー
代　
１
２
，
５
０
０
円

※
昼
食
、
１
ド
リ
ン
ク
付
き

○
参
加
費　
３
，
０
０
０
円

※
当
日
受
付
で
徴
収
し
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
期
限　
５
月
13
日
㈮

※
定
員
に
達
し
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
方
法

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
五
霞
町

商
工
会
、
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
に
あ

る
参
加
申
込
書
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
３
３
（
直
通
）

・
五
霞
町
商
工
会　

☎
（84）
０
７
７
７

・
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
☎

（84）
０
７
６
４
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相

談（
産
業
課
）

　

専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
４
月
11
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

   （
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所　
ひ
ば
り
の
里

○
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

地
域
振
興
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）（

総
務
課
）

　

隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
、
福
祉
、
教
育
、

就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個
人

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５
（
直
通
）

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　

五
霞
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、新
た

に
少
年
団
加
入
者
を
募
集
し
ま
す
。

種
目
は
サ
ッ
カ
ー
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ミ
ニバ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
３
種
目
、４
チ
ー
ム
で

す
。

　

活
動
は
定
期
練
習
、大
会
への
参
加
、

交
流
会
な
ど
遊
び
を
含
め
た
楽
し
い
活

動
を
し
た
お
子
さ
ん
の
無
邪
気
な
笑

顔
と
真
剣
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
お
申
し
込
み
方
法

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
入
団

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
入
団

費
を
添
え
て
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
申
し
込
み
期
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
３
３
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

健
康
づ
く
り
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
解
消
の
た
め
、健
康
運
動
等
の

有
資
格
者
の
指
導
に
よ
り
、無
理
な
く

継
続
で
き
る
運
動
を
行
い
ま
す
。運
動

を
始
め
た
い
け
れ
ど
、1
人
で
は
続
か
な

い
と
い
う
方
も
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
対
象
者　
40
歳
以
上

○
日
程・内
容

○
募
集
人
員　
50
名

○
お
申
し
込
み
期
限　
５
月
16
日
㈬

○
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
１
９
１
０
（
直
通
）

生
活
相
談

消
費
生
活
相
談

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
募
集

平
成
30
年
度
「
わ
く
わ
く
元
気

づ
く
り
」
参
加
者
募
集

日 程（全16回） 内　容
5月 24日㈭

・血圧測定、体組成測定
・筋力トレーニング
・リズム体操
・ズンバ
・ヨガ
・キックボクササイズ
・調理実習
・ウォーク大会（10月）

6月 7日㈭・21日㈭・28日㈭
7月 3日㈫・12日㈭・19日㈭・26日㈭
8月 9日㈭・23日㈭
9月 6日㈭・13日㈭

10月 4日㈭・11日㈭・18日㈭
11月 1日㈭
＊内容により開始時間が異なります。

　
（
健
康
福
祉
課
）

　

茨
城
県
で
は
、
生
活
に
困
っ
て
い

る
、
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、
家
賃
が

払
え
な
い
等
の
お
困
り
が
あ
る
方
か

ら
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

県
の
支
援
員
が
、
ど
の
よ
う
な
支

援
が
必
要
か
を
一
緒
に
考
え
、
他
の

専
門
機
関
と
連
携
し
て
、
解
決
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
に
つ
い
て
は
、
予
約
制
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
役
場
健
康
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
平
成
30
年
度
巡
回
相
談
日
程

○
相
談
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

  

（
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
）

※
相
談
時
間
は
一
人
１
時
間
程
度
と

　

な
り
ま
す
。

○
予
約
先　

　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
Ｇ

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支

援
事
業
巡
回
相
談

平
成
31
年

平
成
30
年

１
月
10
日
㈭

２
月
14
日
㈭

３
月
14
日
㈭

4
月
12
日
㈭

5
月
10
日
㈭

6
月
7
日
㈭

7
月
12
日
㈭

8
月
9
日
㈭

9
月
13
日
㈭

10
月
11
日
㈭

11
月
8
日
㈭

12
月
13
日
㈭

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー

　

県
民
福
祉
課
地
域
福
祉
室
境
分
室

　

☎
（87）
０
２
２
４

（
健
康
福
祉
課
）

　

町
で
は
、
障
害
者
（
児
）
や
そ
の
ご

家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の

方
に
合
わ
せ
た
情
報
の
提
供
・
助
言

を
行
い
ま
す
。
こ
の
窓
口
に
は
、
専
門

の
相
談
員
が
配
置
さ
れ
、
身
体
障
害
・

知
的
障
害
・
精
神
障
害
に
つ
い
て
障
害

者
（
児
）
が
抱
え
る
様
々
な
悩
み
・
問

題
な
ど
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
相
談
窓
口
日
程

○
相
談
時
間

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

○
相
談
場
所

　

役
場　

１
階　

小
会
議
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
Ｇ

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

障
害
者
相
談
日

平
成
31
年

平
成
30
年

１
月
７
日
㈪

２
月
８
日
㈮

３
月
７
日
㈭

４
月
６
日
㈮

５
月
７
日
㈪

６
月
８
日
㈮

７
月
６
日
㈮

８
月
７
日
㈫

９
月
６
日
㈭

10
月
５
日
㈮

11
月
７
日
㈬

12
月
６
日
㈭

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　

町
民
の
体
力
向
上
と
健
康
維
持
の

た
め
競
技
を
と
お
し
、お
互
い
の
親
睦

を
図
り
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、次
の
と
お
り

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
5
月
28
日
㈪

　
　
　
　

午
前
８
時
開
始

○
場
所　
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
Ｃ
・
Ｃ

 

（
常
総
市
崎
房
１
９
５
５
‐
２
）

　

☎
０
２
９
７

（43）
７
３
１
１

○
参
加
資
格　
町
内
在
住
・
在
勤
者

○
募
集
人
数　
先
着
１
０
０
名

○
競
技
方
法　

　

ペ
リ
ア
方
式（
ハ
ン
デ
ィ
36
。た
だ

し
、女
性
、シ
ニ
ア
、ジ
ュ
ニ
ア
は
40
。）

○
プ
レ
ー
代　
１
２
，
５
０
０
円

※
昼
食
、
１
ド
リ
ン
ク
付
き

○
参
加
費　
３
，
０
０
０
円

※
当
日
受
付
で
徴
収
し
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
期
限　
５
月
13
日
㈮

※
定
員
に
達
し
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
方
法

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
五
霞
町

商
工
会
、
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
に
あ

る
参
加
申
込
書
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
３
３
（
直
通
）

・
五
霞
町
商
工
会　

☎
（84）
０
７
７
７

・
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
☎

（84）
０
７
６
４
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○
お
問
い
合
わ
せ

　

古
河
は
な
も
も
体
育
館
（
古
河
市

中
央
運
動
公
園
総
合
体
育
館
）

　

☎
（92）
５
５
５
５

　
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

　

１
班
か
ら
３
班
の
介
護
支
援
専
門

員
の
更
新
研
修
（
実
務
未
経
験
者
）

及
び
再
研
修
（
有
効
期
間
満
了
者
）

に
つ
い
て
案
内
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

○
日
程　
１
班　

６
月
～
７
月

　
　
　
　

２
班　

９
月
～
10
月

　
　
　
　

３
班　

11
月
～
12
月

　
　
　
　

各
班
全
11
日
間

○
会
場　
１
・
３
班　

水
戸
会
場

　
　
　
　

２
班　
　
　

土
浦
会
場

○
定
員　
各
班
80
名

※
先
着
順
で
定
員
に
達
し
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。

○
受
講
料　
４
３
，
６
４
０
円

　
　
　
　

  

（
税
・
テ
キ
ス
ト
代
込
）

○
募
集
期
間

　

４
月
１
日
㈰
～
10
月
31
日
㈬

※
各
班
開
講
日
の
３
週
間
前
ま
で

○
お
問
い
合
わ
せ

 

（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

　

茨
城
支
部

☎
０
２
９
（
２
２
７
）
１
２
１
５

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w

w
.kaigo-center.or.jp/

shibu/ibaraki/index.htm
l

　

人
と
湖
沼
の
共
生
～
持
続
可
能
な
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
～
を
テ
ー

マ
と
し
て
研
究
者
・
行
政
担
当
官
・
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
市
民
等
が
一
堂
に
集
ま
り
、
世

界
の
湖
沼
及
び
湖
沼
流
域
で
起
こ
っ
て

い
る
環
境
問
題
や
そ
れ
ら
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
や

意
見
交
換
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
会
期　
10
月
15
日
㈪
～
19
日
㈮

○
場
所　
つ
く
ば
国
際
会
議
所　

ほ
か

○
内
容　
基
調
講
演
、
政
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
湖
沼
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
霞
ヶ

浦
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
分
科
会
、
展
示

会
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
学
生
会
議
ほ
か

○
お
申
し
込
み
方
法

　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

lc17ibaraki.jp/

○
お
問
い
合
わ
せ

　

第
17
回
世
界
湖
沼
会
議
（
い
ば
ら

き
霞
ヶ
浦
２
０
１
８
）
実
行
委
員

会
事
務
局

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
９
９
５

○
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

　

筑
西
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
９
６

（22）
７
２
３
９

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/

　

「
働
き
た
い
け
ど
自
信
が
な
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
苦

手
」
と
い
っ
た
若
者
、
「
お
子
さ
ん
の

就
職
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
け
れ
ど
、

誰
に
相
談
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
保
護
者
の
方
を
対

象
に
、
若
者
の
就
労
支
援
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

　

4
月
10
日
㈫
、
5
月
8
日
㈫　

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー
相
談
室

○
対
象

　

15
～
39
歳
ま
で
の
方
、
ま
た
は
そ

の
保
護
者

○
相
談
料　
無
料

※
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
相
談
日

前
日
ま
で
に
、
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

厚
生
労
働
省
認
定
事
業

　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
２
９
６

（54）
６
０
１
２

○
応
募
資
格

・
一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

・
一
般
幹
部
候
補
生

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

※
22
歳
未
満
は
大
卒
者
（
見
込
み
含

む
）
、
修
士
課
程
修
了
者
等
（
見

込
み
含
む
）
は
28
歳
未
満
の
者
）

※
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
の
年
齢

○
試
験
日

・
一
般
曹
候
補
生

　

第
1
次
試
験　

5
月
26
日
㈯

　

第
2
次
試
験

　

6
月
27
日
㈬
か
ら
7
月
2
日
㈪
の

う
ち
指
定
す
る
日

・
一
般
幹
部
候
補
生

　

第
1
次
試
験　

5
月
12
㈯

※
5
月
13
日
㈰
適
正
検
査
（
飛
行
要

員
の
み
）

　

第
２
次
試
験

　

6
月
12
日
㈫
か
ら
15
日
㈮
の
う
ち

　

指
定
す
る
日

　

第
３
次
試
験

　

第
2
次
試
験
合
格
者
の
み
実
施

  

（
海
上
・
航
空
の
飛
行
要
員
の
み
）

○
受
付
期
限　

　

５
月
１
日
㈮
（
締
切
日
必
着
）

○
自
衛
官
候
補
生
の
受
付
は
、
年
間

を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
等
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
次
の

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
期
日　

　

５
月
４
日
㈮
、
６
月
９
日
㈯
、

　

７
月
28
日
㈯
、
８
月
18
日
㈯
、

　

９
月
１
日
㈯
、
９
月
16
日
㈰
、

　

10
月
６
日
㈯
、
11
月
17
日
㈯
、

　

11
月
23
日
㈮
、
12
月
８
日
㈯
、

　

平
成
31
年
１
月
19
日
㈯
、

　

平
成
31
年
２
月
９
日
㈯
、

　

平
成
31
年
３
月
16
日
㈯

　
〔
全
13
回
・
雨
天
中
止
〕

○
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

○
対
象  

　

茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
管
内

　
〔
古
河
市
、下
妻
市
、坂
東
市
、常
総

市（
旧
石
下
町
）、八
千
代
町
、五
霞

町
、境
町
〕に
在
住
す
る
小
学
生

○
定
員　
１
・
２
年
生　

30
名

　
　
　
　

３
・
４
年
生　

15
名

　
　
　
　

５
・
６
年
生　

15
名

○
費
用　
無
料

○
お
申
し
込
み

　

４
月
14
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
保
護

者
の
方
が
直
接
、
古
河
は
な
も
も

体
育
館
（
古
河
市
中
央
運
動
公
園

総
合
体
育
館
）
に
来
館
し
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
同
意
書
の
記
入
が
あ
る
た
め
、
代

理
の
お
申
し
込
み
は
不
可
。

※
午
後
１
時
30
分
～
２
時
に
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

※
受
付
開
始
時
間
中
に
定
員
を
超
え

た
場
合
は
、
そ
の
場
で
抽
選
に
よ

り
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。

示示
掲掲

板板

第
17
回
世
界
湖
沼
会
議（
い

ば
ら
き
霞
ヶ
浦
２
０
１
８
）

開
催
の
ご
案
内

一般
曹
候
補
生
・
自
衛
隊
幹

部
候
補
生
募
集
の
お
知
ら
せ

「
古
河
市
中
央
運
動
公
園
陸

上
教
室
」
参
加
者
募
集

若
者
の
就
労
支
援
相
談
会

を
実
施
し
ま
す

介
護
支
援
専
門
員
の
更
新

研
修



広報ごか　2018．419

　

町
内
在
住
の
要
支
援
・
要
介
護
を

受
け
て
い
な
い
70
歳
以
上
の
方
に
対

し
、
4
月
中
旬
頃
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
発
送
し
ま
す
。

　

こ
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、

ご
自
身
の
生
活
機
能
の
状
態
を
確
認

す
る
も
の
で
す
の
で
、
必
ず
ご
返
送

く
だ
さ
い
。

　

結
果
票
は
、
7
月
中
旬
発
送
予
定

で
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、
町
の
介

護
予
防
教
室
等
の
案
内
を
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

五
霞
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
０
７
６
５

○
日
時　

　

５
月
13
日
㈰

　

第
１
部　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分（
受
付　

午
前
９
時
か
ら
）

　

第
２
部　

午
後
１
時
～
５
時

　
（
受
付　

午
後
０
時
30
分
か
ら
）

○
場
所

　

ア
ス
カ
ル
幸
手

  

（
幸
手
市
平
須
賀
２
３
８
０
‐
１
）

　

☎
０
４
８
０

（48）
０
０
４
８

○
受
付
期
間

　

４
月
23
日
㈪
～
５
月
２
日
㈬

○
受
付
方
法

　
（
伊
藤
）０
８
０-

５
８
９
６-

３
１
３
４

　
（
長
屋
）０
９
０-

６
１
２
２-

５
６
７
７

○
活
動
場
所

　

古
河
市
、
五
霞
町
、
下
妻
市
、

　

八
千
代
町
、
坂
東
市
、
境
町
、

　

常
総
市
（
旧
石
下
町
）

○
報
酬　
な
し

※
た
だ
し
、
交
通
費
と
し
て
一
日　

１
，
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

○
募
集
人
員　
10
人

○
募
集
締
切　
　

６
月
８
日
㈮

○
応
募
方
法　
　

　

応
募
・
詳
細
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
消
防
本
部
警
防
課
ま
で

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合　

消
防
本
部　

警
防
課

　

☎
（47）
０
１
２
６

　
FAX 

（47）
０
０
８
４

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
公
金
支
払
い
」
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
接
続
し
、
毎
年

５
月
上
旬
に
届
く
納
税
通
知
書
の
情

報
等
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご

利
用
で
き
ま
す
。

　

手
数
料
は
１
件
に
つ
き
３
２
４
円（
税

込
）で
す
。（
た
だ
し
、
住
所
変
更
等
に

よ
り
最
初
の
通
知
が
届
か
な
か
っ
た

方
は
、
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
）

　

な
お
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
等

で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

正
午
～
午
後
７
時

※
つ
な
が
ら
な
い
場
合
、
シ
ョ
ー
ト

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
定
員　

・
第
１
部　

男
性　

８
名

 
 

女
性　

８
名

・
第
２
部　

男
性　

15
名

 
 

女
性　

15
名

○
参
加
費　

　

男
性　

３
，
０
０
０
円

　

女
性　

１
，
０
０
０
円

○
参
加
条
件

　

第
１
部　

45
歳
～
65
歳

　

第
２
部　

25
歳
～
45
歳

○
応
募
資
格　
　

・
年
齢
20
歳
～
65
歳
ま
で
の
健
康
な

方
。

・
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
有

し
、
週
１
回
以
上
活
動
で
き
る

方
。

※
資
格
の
な
い
方
は
、
消
防
本
部
主

催
に
よ
る
３
日
間
の
普
及
員
講
習

を
受
講
し
、
資
格
を
取
得
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
講
習
日
時　
　

　

６
月
23
日
㈯
、
６
月
24
日
㈰
、

　

６
月
30
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

 

（
３
日
間
合
計
24
時
間
受
講
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
）

○
活
動
内
容　
　

　

普
通
救
命
講
習
会
に
お
け
る
実
技

指
導

介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
実
施

と
き
め
き
パ
ー
テ
ィ
ー
In

五
霞

応
急
手
当
普
及
員
募
集

自
動
車
税
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
税
が
で
き
ま
す

　

詳
し
く
は
納
税
通
知
書
に
同
封
さ

れ
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
県
税
務
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県　

税
務
課

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
４
１
８

　

茨
城
県
最
低
賃
金
が
平
成
29
年
10

月
1
日
か
ら
「
時
間
額
７
９
６
円
」

に
改
正
さ
れ
、
茨
城
県
内
の
全
産

業
・
全
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

賃
金
額
が
最
低
賃
金
を
下
回
る

雇
用
契
約
は
、
労
使
双
方
の
合
意
で

あ
っ
て
も
、
賃
金
額
に
つ
い
て
は
無

効
と
さ
れ
、
最
低
賃
金
と
同
額
の
契

約
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
に
つい
て
は
、茨
城
県
労

働
局
賃
金
室（
☎
０
２
９（
２
２
４
）

６
２
１
６
）ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
支

援
策
に
つ
い
て
、
次
の
相
談
窓
口

や
助
成
金
が
利
用
で
き
ま
す
。

①
最
低
賃
金
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無
料

相
談
、
業
務
改
善
助
成
金
に
つ
い

て
は
、
茨
城
県
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
室
（
☎
０
２
９（
２
７
７
）

８
２
９
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

②
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
に
つ
い

て
は
、
茨
城
県
労
働
局
職
業
対
策
課

（
☎
０
２
９（
２
２
４
）６
２
１
９
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

不
動
産
鑑
定
士
が
、
不
動
産
の
価

格
に
な
ど
の
ご
相
談
に
無
料
で
お
応

え
し
ま
す
。

○
日
時
・
会
場

①
４
月
９
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

茨
城
県
開
発
公
社

　

１
階　

中
会
議
室

  

（
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
25
）

②
４
月
10
日
㈫

　

午
前
10
時
～
正
午

　

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

５
階　

５
０
１
会
議
室

  

（
日
立
市
幸
町
１
‐
21
‐
１
）

③
４
月
11
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

５
階　

小
講
座
室
１

  

（
土
浦
市
大
和
町
９
‐
１
）

④
４
月
12
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

伊
奈
公
園　

１
階　

会
議
室
１

  

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
福
田
１
９
５
）

○
お
申
し
込
み

　

当
日
、
会
場
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人　

　

茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

☎
０
２
９
（
２
４
６
）
１
２
２
２

茨
城
県
の
最
低
賃
金
は

「
時
間
額
７
９
６
円
」
で
す

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不

動
産
無
料
相
談
会
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一
年
間
を
ふ
り
か
え
り

新
し
い
ス
タ
ー
ト
へ

一
年　
ふ
く
田　
せ
い
や

　

こ
の
一
年
か
ん
で
ぼ
く
が
が
ん
ば
っ
た
こ
と

は
、
た
く
さ
ん
べ
ん
き
ょ
う
し
た
こ
と
で
す
。

　

こ
く
ご
は
、
音
ど
く
や
か
ん
字
を
お
ぼ
え

る
の
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
む
ず

か
し
か
っ
た
け
ど
、
ま
い
日
よ
む
こ
と
で
、
す

ら
す
ら
よ
め
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

さ
ん
す
う
の
け
い
さ
ん
は
す
き
だ
け
ど
、

文
し
ょ
う
も
ん
だ
い
は
す
こ
し
に
が
て
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
文
し
ょ
う
も
ん
だ
い
も
す
き
に

な
れ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
二
年
生

に
な
っ
て
も
べ
ん
き
ょ
う
を
が
ん
ば
り
ま
す
。

一
年　
金
子　
は
る
の
す
け

　

一
年
生
に
な
っ
て
、
ま
い
日
し
ゅ
く
だ
い
が

あ
り
ま
し
た
。
し
ゅ
く
だ
い
に
は
、
音
ど
く

が
あ
り
ま
す
。
①
大
き
な
こ
え
で
は
っ
き
り

と
②
ま
ち
が
え
な
い
で
③
き
も
ち
を
こ
め
て
。

ぼ
く
は
、
じ
ょ
う
ず
に
な
り
た
く
て
い
っ
ぱ
い

れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
た
。
学
校
で
先
生
に
、

「
上
手
だ
ね
。」

と
言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。　

　

二
年
生
に
な
っ
た
ら
学
し
ゅ
う
じ
か
ん
が

ふ
え
る
の
で
、
音
ど
く
だ
け
で
は
な
く
、
な
わ

と
び
や
か
け
ざ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
れ
ん
し
ゅ
う

し
て
い
き
ま
す
。

四
年　
栃
木　
大だ
い
輝き

　

僕
が
四
年
生
に
な
っ
て
が
ん
ば
っ
た
こ
と
、

そ
れ
は
、「
合
唱
」で
す
。
僕
が
三
年
生
の
時
は
、

「
み
ん
な
の
心
を
一
つ
に
す
る
。」
と
い
う
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
し
、
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
も
、
四
年
生
に
な
っ
て
、
僕
は
、
み
ん
な

の
心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ

が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
合

唱
は
、
夏
休
み
か
ら
練
習
を
始
め
、
二
学
期

の
始
め
の
頃
は
、
毎
日
が
合
唱
の
為
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
位
、
練
習
を
し
て
い

ま
し
た
。十
一
月
九
日
に
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

「
大
切
な
も
の
」、「
星
の
大
地
に
」
の
二
曲
を

歌
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
初
め
て
、
歌
う
こ
と

の
楽
し
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

合
唱
は
、
四
年
生
で
最
高
の
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

四
年　
栗
原　
紗さ

和わ

　

私
が
、
こ
の
一
年
間
で
一
番
が
ん
ば
っ
た
こ

と
は
勉
強
で
す
。
四
年
生
は
、
七
教
科
あ
り

ま
す
が
、
特
に
が
ん
ば
っ
た
の
は
算
数
で
す
。

三
年
生
よ
り
レ
ベ
ル
が
上
が
り
む
ず
か
し
く

な
り
ま
し
た
が
、
先
生
の
話
や
友
達
の
話
を

聞
い
て
、「
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。」
と
思
う
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
友

達
と
自
分
の
考
え
を
言
い
合
っ
た
り
、
全
体

で
の
発
表
も
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
私
は
、
と
っ

て
も
勉
強
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
五
年
生

に
な
っ
て
も
勉
強
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

健康応援隊！The

　

こ
れ
か
ら
、
お
花
見
や
歓
送
迎
会
な
ど

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
す
。
お
酒
に
含
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
は
、

少
量
な
ら
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た

り
会
話
を
増
や
し
た
り
す
る
効
果
が
あ
り

ま
す
が
、
大
量
に
な
る
と
麻
酔
薬
の
よ
う

な
効
果
を
も
た
ら
し
、
運
動
機
能
を
麻
痺

さ
せ
た
り
、
意
識
障
害
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

　

通
常
の
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
能
を
有
す
る

日
本
人
に
お
い
て
は
、
節
度
あ
る
適
度
な

飲
酒
と
し
て
、
１
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル

で
20
ｇ
程
度
で
あ
る
、
と
厚
生
労
働
省
は

健
康
日
本
21
の
中
で
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
20
ｇ
と
は
大
体
「
ビ
ー
ル
中
ビ
ン
1
本
」

「
日
本
酒
1
合
」「
チ
ュ
ウ
ハ
イ
（
７
％
）

３
５
０
mL
缶
１
本
」「
ウ
ィ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル

１
杯
」
な
ど
に
相
当
し
ま
す
。
日
本
人
の

約
半
数
は
少
量
の
飲
酒
後
に
顔
面
紅
潮
・

動
悸
・
頭
痛
な
ど
の
反

応
を
起
こ
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
反
応
は
フ
ラ
ッ

シ
ン
グ
反
応
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
反
応

を
起
こ
す
人
、
ま
た
女

性
や
高
齢
者
は
こ
れ
よ

り
飲
酒
量
を
少
な
く
す

べ
き
で
あ
る
と
推
奨
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
は
未
成

年
者
飲
酒
防
止
強
調
月

間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
長
過
程
で
あ
る

未
成
年
者
の
飲
酒
は
、
脳
の
機
能
低
下
、

肝
臓
を
は
じ
め
と
す
る
臓
器
に
障
害
を
起

こ
し
や
す
く
し
た
り
、
性
ホ
ル
モ
ン
に
異

常
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
危
険
性
も
高

め
ま
す
。
未
成
年
者
は「
飲
酒
を
し
な
い
」、

ま
た
未
成
年
者
に
「
飲
酒
を
さ
せ
な
い
」

こ
と
が
、
健
や
か
な
未
来
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
重
大
な
死
傷
事
件
が

後
を
絶
た
ず
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
自
分
自
身
で
適
切
な
飲
酒
を
心
が

け
る
と
と
も
に
、
未
成
年
者
を
含
む
他
人

へ
の
飲
酒
の
強
要
や
イ
ッ
キ
飲
み
な
ど
は

せ
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に
つ
き
あ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
健
康
福
祉
課　
保
健
師
）

ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て

五霞東小学校

学校コーナー

【国税局ホームページより】
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人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。 総務課広報担当☎84―1111（内線214） 

人

人
人
世帯

（ 人）

（91人）
（66人）
（87世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数

町公式ホームページ

お知らせ カレンダー

3

8,726

4,412
4,314

3,201

157
 前月比 －8人 （＋4人）

2018年 月

町長（直通）■84―1550　FAX

4
日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

20

22 

17
18
19

21

23
24
25
26
27
28
29
30

不燃性粗大ごみ

缶類

可燃ごみ

可燃ごみ

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

紙類

缶類

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃性粗大ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

西南

西南

西南

西南

日赤

西南

日赤

日赤

西南

西南

友愛

西南

古河

古河

日赤

西南

西南

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、局番なしの＃8000
その他の電話からは☎029―254―9900

平日
休日

休日＝日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

茨城県緊急医療情報コントロールセンター

☎029―241―4199

休日や夜間に救急対応している
小児科医療機関をお探しのとき 年中無休／24時間

土曜窓口 ▶開設日
土曜日（祝日を除く）：午前8時30分～正午
申請・請求できる方

住民票
戸籍謄
印鑑証明 印鑑登録証をお持ちの方

※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
○お問い合わせ 町民税務課 町民Ｇ ☎84―1965（直通）

東日本大震災義援金について
平成31年３月31日（日）まで受付期間を延長いたします。
引き続き、皆様のご協力をお願いします。お預かりした
義援金は、日本赤十字社茨城支部に送金し、被災者への
生活支援や見舞金に使われます。

夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ ☎84―1966

介護保険料 健康福祉課（役場）高齢者支援Ｇ ☎84―0006

上下水道料金・下水道受益者負担金
上下水道課（川妻浄水場）水道Ｇ・下水道Ｇ ☎84―3000

輪番日…月～土曜日
小児医療輪番制

※ 輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディ
カルセンター病院でも小児救急医療を対応しています。

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行って
います。受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。

西南 
日赤 
友愛 

茨城西南医療センター病院（境町） ☎87―8111
古河赤十字病院（古河市）……… ☎23―7111
友愛記念病院（古河市）………… ☎97―3000

古河古河総合病院（古河市）………… ☎47―1010

4月の納税 ▶納期限…５月１日（月）まで

♥義援金送金額　1,229,268円 （３月16日 現在）

▶4月の開設日
27日（金）：午後５時15分～７時

…午後6時30分～翌朝8時
…午前8時～翌朝8時

：午後６時～午後11時
：午前９時～午後４時 日曜日・祝日

せ カ

  国民健康保険税 随 時町民税務課

 

税務G

 

☎84―1966 

  町 県 民 税 随 時町民税務課 税務G ☎84―1966 

  固 定 資 産 税 １ 期町民税務課 税務G ☎84―1966 

  

3～5か月児健診（保健センター）

避難訓練（西児童館）
親子ヨガ教室（ふれあいセンター）

カレンダー作り（南児童館）

親子ヨガ教室（ふれあいセンター）

ふれあいハート教室（保健センター）
狂犬病予防集合注射

道の駅ごか(定休日)

道の駅ごか(定休日)　イス取りゲーム（西児童館）
人間ドック・脳ドック助成受付（～20日まで）（役場）

道の駅13周年イベント
スポーツ少年団入団式（Ｂ＆Ｇ海洋センター）

道の駅13周年イベント

避難訓練（南児童館）

消費生活相談窓口（ひばりの里）

ドッジボール大会（南児童館）

障害者相談支援事業（役場）
すくすく相談（保健センター）

ちびっこ広場（西児童館）

ドッジボール大会（西児童館）

町税等夜間収納（各窓口）
にこにこ広場（南児童館）

振替休日

昭和の日

狂犬病予防集合注射

生活困窮者自立相談支援巡回相談（役場）
狂犬病予防集合注射

後期高齢者医療保険料 随 時町民税務課 税務G ☎84―1966 
介 護 保 険 料 随 時 健康福祉課高齢者支援G☎84―0006 
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教室名 回数 対象者 募集
人数 開講日 開講時間 開講式 場　所 講　師

子ども硬式テニス
（低学年）

8
小学１～３年生

10 毎週
日曜日

8:40～10:10
5月13日㈰ 町テニス

コート 植竹和彦
子ども硬式テニス

（高学年） 小学４～６年生 10:20～11:50

☆募集期間：４月７日㈯～22日㈰　　☆対 象 者：町内在住・在学の方
☆申込方法：練習用ボール代（一人）500円、保険料（一人）800円を添えて、
 　　　　　 直接Ｂ＆Ｇ海洋センターへお申し込みください。
※スポーツ教室を受講される方は、スポーツ安全保険に加入していただきます。
　なお、教室中の事故については、スポーツ安全保険内での補償となりますので、
　ご了承ください。
※集まり次第、締め切りとします。
☆お問い合わせ　Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎（84）3533（直通）

スポーツ教室講座生募集!!海洋センター海洋センター

　

行
幸
湖
沿
い
に
は
桜
が
植
樹
さ

れ
て
お
り
、
満
開
の
花
を
咲
か
せ

る
時
期
に
は
、
桜
並
木
が
ピ
ン
ク

の
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
り
ま
す
。

　

春
先
に
は
、
吹
き
上
げ
高
が

１
２
０
フ
ィ
ー
ト
（
36
・
６
ｍ
）

も
あ
る
権
現
堂
大
噴
水
（
ス
カ
イ

ウ
ォ
ー
タ
ー
１
２
０
）
の
迫
力
あ

る
大
噴
水
と
満
開
の
桜
を
堪
能
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
近
く
に
来
た
際
に
は
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
権
現
堂
川
（
行み

幸ゆ
き
湖こ

）
沿
い
の

　
桜
並
木

○
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド

い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
は
、
県

内
で
平
成
29
年
３
月
末
時
点
、

３
２
９
コ
ー
ス（
１
１
７
１
．１
㎞
）

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
道
の
駅
か
ら
中
の

島
公
園
ま
で
の「
こ
ぶ
し
の
花
コ
ー

ス
」、
童
夢
公
園
か
ら
舟
渡
橋
ま
で

の
往
復
コ
ー
ス
「
桜
並
木
と
水
辺

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
２
コ
ー
ス
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
長
約
2.3
㎞
の
「
桜
並
木
と
水

辺
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
コ
ー
ス
は
、

春
先
に
は
、
桜
の
花
を
見
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

　

春
先
の
満
開
の
桜
の
中
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
通
し
て
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
か
で

し
ょ
う
か
。

五
霞
町
の

立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

冬
木
橋
の
通
行
止
め
の一時

解
除（
農
作
業
用
車
両
の
み
）

に
つ
い
て

（
都
市
建
設
課
）

　

冬
木
橋
に
つ
い
て
は
、
町
道
52

号
線
道
路
築
造
工
事
の
た
め
通
行

止
め
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
周
辺
農
耕
者
の
利
便
性
を
考

慮
し
、
農
作
業
用
車
両
に
限
り
一

時
的
に
通
行
可
能
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
作
業
用
車
両
に
つ
い

て
も
、
冬
木
橋
（
江
川
）
か
ら
県

道
西
関
宿
栗
橋
線
ま
で
の
区
間
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
車
両
通

行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

○
通
行
可
能
期
間

　

４
月
26
日
㈭
～
5
月
13
日
㈰　

○
お
問
い
合
わ
せ

　

都
市
建
設
課

　

五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
推
進
室

　

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
http://w

w
w
.tow

n.goka.lg.jp/
Eメ
ー
ル
 

m
ail@
tow
n.goka.lg.jp

■
発
行
／
五
霞
町
役
場
　
〒
306-0392

　
茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
大
字
小
福
田
1162-1 

☎
0280（

84）1111（
代
）

 
FAX0280（

84）1478（
代
）

町
公
式
tw
itter 

https://w
w
w
.tw
itter.com

/goka_tow
n

町
公
式
facebook 

https://w
w
w
.facegook.com

/goka_tow
n

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
 
https://w

w
w
.tow

n ,goka.lg.jp/m
m
_pro/

昨年の写真

昨年の写真


